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要       旨 

 

１ 本報告書作成の背景と課題 

 

第 21 期日本学術会議第三部（理学・工学）は、理学・工学系学協会連絡協議会の協力

のもと、2011年８月 24日に「理学・工学分野における科学・夢ロードマップ」（以下、「夢

ロードマップ 2011」という）を報告として公表した[1]。これは、2011年７月７日に公表

された「日本学術会議の機能強化」において科学者コミュニティとしての日本学術会議協

力学術研究団体（以下、「学協会」という）との連携の重要性が謳われたことを受け、日本

学術会議と学協会との連携を進めた結果であった。この報告は、理学・工学分野が一体と

なって科学者の夢をロードマップという形にすることを初めて試みたものであり、2010年

４月に公表された「日本の展望－理学・工学からの提言－」の図解版ともいえる[2]。「夢

ロードマップ 2011」は初めての試みであり、1年あまりという短期間で仕上げたこともあ

って、内容の精査が十分でなかったことに加え、様式も十分統一を図ることができなかっ

たこと等の反省がなされた。 

また、夢ロードマップ 2011 の公表の５ヶ月前に東日本大震災が発生したが、科学者は

震災に対して理学・工学の総力を挙げて解決の道を拓くことができなかったという反省が

残され、社会における科学者の責任がより大きな課題となった。これと同時に、震災によ

り理学・工学分野の新たな科学技術課題が浮かび上がった。しかし、東日本大震災発生時

点では既に夢ロードマップ 2011の内容はほぼ確定していたため、抜本的見直しができない

状況にあった。 

第 22 期日本学術会議第三部においては、これらの反省を踏まえ、2011 年に公表した夢

ロードマップ 2011をもとに、内容の精査を行い、東日本大震災で明確になった課題も踏ま

えて、より充実した「理学・工学分野における科学・夢ロードマップ 2014」（以下、「夢ロ

ードマップ 2014」という）として公表することとした。 

 

２ 報告作成の方針 

 

 夢ロードマップ 2014の作成にあたっては、以下のことを方針とした。 

 第１は、2011年に作成した夢ロードマップ 2011の改訂版とし、夢ロードマップ 2011を

基本とすることである。科学者の夢は２、３年の単位で変化するものではなく、長期的視

点が基本となる。したがって、３年前に作成した科学者の夢を基本とし、その見直しを行

うこととした。 

 第２は、東日本大震災にて明確となった課題を取り入れることである。夢ロードマップ

2011では対応できなかったことを反省し、また震災から３年が経過し、課題の整理がなさ

れた現時点において、より明確となった課題をしっかり取り込むことである。 

 第３は、科学者のみならず、社会や国民にわかりやすく示すことである。科学者の夢を

科学者間で共有するだけでは、そこに社会的意義を見出すことはできない。社会や国民に
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わかりやすく示し、科学者と国民の対話の機会を提供することを目的の１つとしたもので

ある。科学者コミュニティ、研究開発機関、府省のみならず、社会で広く活用されること

を期待するものである。 

 

３ 報告の内容 

 

(1) 夢ロードマップ 2014の意義 

理学・工学分野において、科学者が社会の課題を認識しながら科学者の夢を社会や国

民に示すことは、科学者の責務を果たすことであると共に、社会や国民の幅広い理解を

得ながら科学者と国民が共に議論する機会を提供するものである。 

 

(2) 理学・工学全分野の夢俯瞰マップ 

夢ロードマップ 2014 は、日本学術会議第三部（理学・工学分野）の総意として科学

者の夢を図形化したものである。理学・工学全体の将来の夢を１枚の「理学・工学全分

野における科学・夢俯瞰マップ」（「夢俯瞰マップ」）として作成し、あらゆる分野の科

学者、社会や国民に示すものである。 

 

(3) 分野別の夢ロードマップ 

理学・工学の 11 分野（環境学、数理科学、物理学、地球惑星科学、情報学、化学、

総合工学、機械工学、電気電子工学、土木工学・建築学、材料工学）において、各分野

のビジョンを示し、そのビジョンに基づく科学・夢ロードマップ（「夢ロードマップ」）

とその考え方を示す。 
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